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各種教育プログラム1／Various
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各種教育プログラム2／Various
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各種教育プログラム3／Various
   Educational programs3

各種教育プログラム4／Various
   Educational programs4

各種教育プログラム5／Various
   Educational programs5

リアルタイム・アドバイス／Real-time advice更新日　

授業のねらいとカリキュラム上の位置付け（一般学修目標）
／Course Objectives

教育目標
／Educational Goals

この授業では、「サスティナビリティ」を軸に地球的問題群を考えます。
サスティナビリティに着目した近年の研究を講読することを通して、持続可能な地球社会の実現に向けた理論知と実践知とを獲得して
ゆくことを狙います。

This module focuses on 'sustainability' and global problematique. Through intensive readings, presentations and
discussions, the module aims at obtaining both theoretical and practical knowledge on global sustainability, thereby
demonstrating both describing and analysing current trends, as well as proposing desirable visions of prospective global
society, in an intellectual manner.
達成目標／Course Goals

（１）「サスティナビリティ」に関する代表的成果を吸収した上でこれを批判的に吟味し、
（２）その内容を現代の文脈に置き直し、
（３）今日的問題群にどう取り組めばよいか、その方法と内容を洗練された形で論じる
ことができれば、この科目の目標は達成されます。
授業計画（授業の形式、スケジュール等）／Class schedule

第1回　イントロダクション
第2回　導入講義　SDGsに至るまでの国際協力
第3回　講読１　Cities and Sustainability, Paper 1 (1)
第4回　講読２　Cities and Sustainability, Paper 1 (2)
第5回　講読３　Cities and Sustainability, Paper 2 (1)
第6回　講読４　Cities and Sustainability, Paper 2 (2)
第7回　講読５　Cities and Sustainability, Paper 3 (1)
第8回　講読６　Cities and Sustainability, Paper 3 (2)
授業時間外学修（事前・事後学修）／Independent Study Outside of Class



この授業は「講読」です。毎週20頁程度のリーディングを前提に進めますので、事前学修を必ず行って授業に臨んで下さい。

（事前学修）各回、事前にテキストを指定するので、該当箇所を読み、必要に応じてノートを作成下さい（標準作業時間は90分／週）
（事後学修）毎回、関連する文献を提示しますので、各自で講読の上、必要に応じてノートを作成下さい。また、受講者各人が進めて
いる制作等と関連づけて、将来副論文作成に役立つノートを別途作成することも有用です（標準作業時間は90分／週）。

市民社会　地球社会　サスティナビリティ　地球的問題群　SDGsキーワード／Keywords

・この授業は、第4ターム開講の「グローバリゼーションゼミナール」との併修を薦めます
。

・For International students: This module is accompanied with subsequent class,
'Seminar on Globalization Studies (D43353, Term Four)', which students are
encouraged to take.

履修上の注意／Notices

教科書／Required Text

参考書／Required Materials

この授業ではテキストを指定します。
Joan Fitzgerald and M. J. Motta Jr. (eds.) Cities and Sustainability (Three
Volumes), Routledge, 2012.
毎回、このテキストの中から希望する論文を講読する形態をとります。購入はしないでくだ
さい（極めて高額な論文集のため）。

Each sessions students will select papers on the textbook above. Instructors will
prepare articles to read, so please do not purchase (they are very expensive set).

教科書・参考書に関するその他通信欄

報告・討論（45％）ならびに最終レポート（55％）を合算して評価します。

報告と討論において、サスティナビリティに関する基本的理解があるか、またそれについて
批判的な分析が出来ているか、それを適切にコメントとして表現できているかを評価します
。また、それらを実際の事例に応用し、サスティナビリティに関する専門的な知識が習得で
きているかどうかを、最終レポートで評価します。

45% of overall evaluation goes to student's presentation and class involvement,
which will be assessed along with competitive understanding, as well as critical
analysis, of global sustainability. Last 55% beloongs to term paper, based on the
assessment whether students are able to demonstrate their knowledge on the
subject, with effective practical application.

成績評価の方法／Evaluation

グローバリゼーション特論、グローバリゼーションゼミナール関連科目／Related course

リンク先URL
／URL of syllabus or other information

海外の研究成果に親しみ、外国語文献を読む訓練を重ねることを勧めます。備考／Notes



授業追加情報／Course add information
使用言語／Language 日本語・英語対応（受講者のリクエストによる／Japanese and English upon request)

アクティブ・ラーニングの実施／Active
learning

実施なし

アクティブラーニングの実施内容
／Contents of Active learning

実務経験教員科目／Work Experience
teacher's subjects

データサイエンス科目／Data Science
subjects

他学部・他研究科等学生の履修可否／　 可


